
国際宇宙ステーション搭載の全天X線監視装置MAXIが観測したX線連星パルサーの結果を報告する。MAXIは2009年8月の観
測開始から現在までに25個のBe型X線連星パルサーを監視し、その内14天体から合計42回のアウトバーストを観測している。ア
ウトバーストの継続時間はノーマルアウトバーストだと10日くらいのものが多い。しかしA 0535+262のジャイアントアウトバーストで
は30日くらいと長くなり、100日程度続いた2S 1417-624、GRO J1008-57もある。アウトバーストを観測した14天体について、3-

5keV、5-12keV、12-20keVのエネルギー帯でOn-demandデータを用いることで精度のよい光度曲線の作成した。また、定常的に
明るいパルサーであるSMC X-1において光度曲線を折りたたみ、 χ2サーチを行うことで、軌道周期と降着円盤の歳差運動によっ
て起こるとされる超軌道周期を求めた。4U 1626-67ではパルス周期、変化率P  、パルス波形を求めた。 

MAXIによるX線連星パルサーの 

アウトバースト光度曲線、パルス周期 
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GRO J1008-57 (パルス周期 : P = 93.5 [s]) GX 304-1 (P = 275 [s]) 

MJD MJD 

A 0535+262 (P = 103.4 [s]) 
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4U0115+63 
(P = 3.6 [s]) 

IGR J13020-6359 
(P = 704 [s]) 

2S 1417-624 
(P = 17.6 [s]) 

LS V +44 17 
(P = 202.5 [s]) 

SAX J2103+4545 
(P = 358.6 [s]) 

XTE J1858+034 
(P = 221.0 [s]) 
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アウトバーストが観測されたBe型X線連星パルサー全14天体の光度曲線 

5回目のアウトバーストの
減光がとても緩やかで、約
100日間明るかった。その
後のアウトバーストは
MAXI史上最大の明るさ
(約500mCrab)になった。 

6、7回目のアウトバースト
でダブルピークがわずか
に見られ、最近2回のアウ
トバーストではダブルピー
クが顕著にみられる。 

MAXIが観測したBe型X線
連星パルサーの中で一番
明るかった天体。ジャイア
ントアウトバーストと呼ば
れる近星点からずれたとこ
ろでの増光が観測された。 

MAXIがアウトバーストを観
測した14個目のBe型X線
連星パルサー。2012年6月
から増光が始まり、約40日
間明るかった。 
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軌道周期ごとに分ける
と減光が緩やかなアウ
トバーストの後のアウト
バーストは、通常と違っ
て0.4付近で増光がはじ
まっている。 

軌道位相で畳み込んだ
光度曲線(5-12keV) 

SMC X-1の軌道周期と超軌道周期 

SMC X-1の光度曲線 

光度曲線を見ると50～60日周
期の強度変動が見える。これ
が超軌道周期である。 

軌道周期と超軌道周期は、光度曲線を畳み込みχ2サーチを行うこ
とで求めた。求めた軌道周期、超軌道周期で畳み込んだ光度曲線
は次のようになる。Porb : 軌道周期、Psorb : 超軌道周期。 

Super orbital Phase 

Psorb = 56.1 days 

Orbital Phase 

軌道周期で畳み込んだ 

SMC X-1の光度曲線 

超軌道周期で畳み込んだ 

SMC X-1の光度曲線 

Porb = 3.89195 days 

軌道周期で畳み込んだ 

Cen X-3の光度曲線 
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Porb = 2.086991 days 

Cen X-3の軌道周期 
SMC X-1と同様に軌道周期
を求めた。軌道周期で畳み
込んだ光度曲線は次のよう
になる。Porb : 軌道周期。 
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Swift J1843.5-0343 
(P = 42.55 [s]) 

3-5keV 

5-12keV 

12-20keV 

V 0332+53 
(P = 4.37 [s]) 

XTE J1946+274 
(P = 15.7679 [s]) 

MAXI J1409-619 
(P = 506.93 [s]) 

4U 1626-67の 

パルス周期Pと変化率P  
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  パルス波形 (2-10keV) 
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P = 

7.6779335 [s] 

P  = 

-2.65×10−11 

[s/s] 

特徴のある
鋭い2山ピー
クがはっきり
見えている。 

(バックグラウ
ンドを含む。) 

(左図はGSCで
MJD55230-55289の
観測) 
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